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当番日TEL店　名

１､７､13､19､2522-3552中央水道工務所

２､８､14､20､2622-0706原田商会

３､９､15､21､2722-3708越智商会

４､17､23､2922-6900西岡設備工業所

５､11､24､3031-8548前忠工業㈱

６､12､18､3122-3565序神明商会

10､16､22､2832-6302㈲大阪商会

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(17: 00～9: 00)水道修理工事当番表【10月】

問い合わせ　水道工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所(緯31-2121)へ
お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。

　
私
は
、
成
人
す
る
ま
で
神
戸
・
西
宮
の
阪

神
間
で
育
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は

東
灘
区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
芦
屋
に
は

浜
へ
よ
く
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
し
、
そ
の
途

中
の
芦
屋
公
園
の
松
林
な
ど
は
憧
れ
の
風

景
で
し
た
。
ま
た
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
か
ら

六
甲
に
登
っ
た
り
し
て
、
自
然
や
町
並
み
に

親
し
み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
、
関
西
と
東
京
を
往
復

す
る
生
活
で
し
た
が
、
か
つ
て
の
芦
屋
浜
に

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
が
完
成
し
た
昭
和
五

十
六
年
、
自
宅
を
こ
ち
ら
に
求
め
ま
し
た
。

　
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き

は
東
京
に
い
ま
し
た
が
、
三
年
後
の
平
成
十

年
に
芦
屋
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
で
、
故
郷
で
あ
る
こ
の
阪
神
間
が
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
現
実
に
、
自

分
と
し
て
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
芦
屋
を
拠
点
に
「
自
然
と

　　
　
歴
史
を
学
ぶ
会
」
を
発

　
　
足
さ
せ
、『
環
境
』
に
つ

　
　
い
て
勉
強
を
始
め
ま

　
　
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

以
前
視
察
し
た
英
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
運
動
を
生
か
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
自
然
や
歴
史
的
建
造
物
な

ど
貴
重
な
財
産
を
多
く
の
人
々
の
募
金
で

自
ら
所
有
し
て
守
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。
十
九
世
紀
末
の
英
国
で
、
荒
廃
し
た

環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
こ
の

民
間
運
動
は
、
今
で
は
世
界
を
代
表
す
る
環

境
保
護
運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
阪
神
間
は
、
全
国
で
も
明
治
以
降
の
洋
館

建
築
が
集
積
し
て
い
る
文
化
財
の
宝
庫
と

言
え
ま
す
。

　
私
は
、
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た

建
築
士
や
関
心
の
高
い
仲
間
と
も
に
、
二
〇

〇
〇
年
に
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
２
０
０
０
協
会
」

と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
、
二
〇
〇
二
年
か

ら
三
年
間
を
か
け
、
神
戸
・
芦
屋
・
西
宮
の

三
市
を
対
象
に
、
戦
前
か
ら
の
歴
史
的
建
造

　物
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
の
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
と
し
た

建
築
物
五
百
六
十
件
の
う
ち
、
現
存
が
確
認

で
き
た
の
は
四
百
件
。
震
災
を
挟
ん
だ
こ

の
十
数
年
で
四
分
の
一
の
建
物
が
失
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
原
因
は
、
震
災
に
よ
る
倒

壊
・
解
体
が
多
い
も
の
の
、
遺
産
相
続
の
発

生
に
よ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
存
在
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、

将
来
の
行
方
が
懸
念
さ
れ
る
建
物
に
も
出

合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
緊
急
性
が
あ
り

重
要
性
も
あ
る
と
判
断
し
、
自
ら
保
存
活
動

を
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
「
旧
乾
邸
」
と

「
六
甲
山
荘
」
な
の
で
す
。

　
旧
乾
邸
は
、
一
九
三
六
年
に
神
戸
市
東
灘

区
住
吉
山
手
に
建
て
ら
れ
た
、
建
築
家
渡
辺

節
設
計
の
、
阪
神
間
を
代
表
す
る
洋
館
邸
宅

で
す
。
所
有
者
が
死
亡
し
た
た
め
国
に
物

納
さ
れ
、
競
売
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
財
産
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
内
覧
会
な
ど
の
公
開
活
動
を
始
め
、

来
場
者
は
今
年
三
月
で
一
万
人
に
達
し
ま

し
た
。

　
六
甲
山
荘
は
、
一
九
三
四
年
に
建
築
家
の

ヴ
ォ
ー
リ
ス
設
計
で
六
甲
山
上
に
建
て
ら

れ
た
個
人
の
別
荘
で
す
。
協
会
で
は
、
こ
の

山
荘
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
方
式
で
、
来

年
三
月
に
購
入
し
、
保
存
・
再
生
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
現
在
も
定
期
的
に
建
物
の

内
覧
会
を
開
い
て
、
六
甲
山
荘
の
魅
力
に
触

れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
基
金
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
芦
屋
に
つ
い
て
も
、
状
況
は
同
じ
で
す
。

　
特
に
、
行
政
に
は
歴
史
的
景
観
を
守
る
た

め
に
、
所
有
者
・
行
政
・
市
民
が
一
体
と
な

れ
る
よ
う
な
文
化
施
策
を
、
ぜ
ひ
打
ち
立
て

て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
民
間
の
力
で
、

阪
神
間
の
歴
史
的
文
化
財
を
維
持
・
保
存
し

て
い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
と
い
う
の
は
、
歴
史
の
通
過
点
に
過

ぎ
ず
、
私
た
ち
は
未
来
に
対
し
て
責
任
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小

さ
い
で
す
が
、
阪
神
間
の
文
化
財
が
末
永
く

地
域
の
灯
火
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今

後
も
「
や
さ
し
い
文
化
の
創
造
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
清
水
彬
久
（
し
み
ず
・
よ
し
ひ
さ
）
氏

　
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
。
昭
和
五
十
六

 年
か
ら
芦
屋
市
民
。
平
成
十
二
年
に
Ｎ
Ｐ

 Ｏ
法
人
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
２
０
０
０
協
会
」

 設
立
。
同
協
会
理
事
長
。
潮
見
町
在
住
。

名
建
築
の
保
存
は

ま
ち
の
歴
史
・
景
観
を
残
す
こ
と

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

公民館の催し

【押し花講習会・２回連続】

■日時　10月11日・25日(木)午前10時～11時30分　■会場　市民センター217室ほ

か　■内容　押し花のしおりと額作り　■定員　先着20人　■受講料　1,000円

■申し込み　ファクスか電話で、催し名 ・住所・氏名 ・電話番号を記入し、公民館へ。

【親学セミナー】

■日時　11月９日(金)午前10時～11時30分　■会場　市民センター401室　■内

容　「子どもの気持ちに耳を傾けていますか」親業訓練シニアインストラクター・

小野澤みさを氏　■定員　20人　■受講料　300円※ＰＴＡ会員無料(託児あり)　■

申し込み　はがきかファクスで①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号を記入し、10月10

日（水）〈消印有効〉までに公民館へ。応募多数の場合抽選（市内在住のかた、優先）。

託児(300円)希望の場合は、子どもの年齢・性別記入のこと。

※ＰＴＡ会員は、所属のＰＴＡへ申し込んでください。

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068　業平町8-24)

再就職を希望する女性への支援講座
Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー

問い合わせ　経済課　緯38-2033/FAX38-2176

こどもフェスティバル

　今年も、「こどもフェスティバル」

へ、親子一緒にご参加ください。

※公共交通機関をご利用ください。

■日時　10月27日（土）午後１時～３

時30分＜雨天決行＞　■会場　体育

館・青少年センター　■対象　おお

むね乳幼児　■

内容　ステージ

・遊び場ブース

ほか　■持ち物

靴を入れる袋

問い合わせ　こども課　緯38-2045

市営自転車駐車場で回数券発売

　10月15日から、新たなサービスとして一時利用の回

数券（11枚綴り）を発売します。価格は、自転車1,000円、

原動機付自転車2,000円、自動二輪車3,000円です。

　回数券は、各自転車駐車場の管理棟で購入できます。

※自動二輪車については、受け入れている駐車場のみ

の利用となります。詳しくは、次の指定管理者へ。

■ミディ総合管理・西宮事務所　緯0798-23-0805
　ＪＲ芦屋駅北、ＪＲ芦屋駅南３、阪急芦屋川駅北、

　阪神打出駅前の各自転車駐車場を利用の場合

■自転車駐車場整備センター　緯06-6449-0991
　阪神芦屋駅前南自転車駐車場を利用の場合

問い合わせ　道路課　緯38-2063

秋の公民館講座

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068　業平町8-24)

【マヤ・アステカと南米アンデス文明を行く】

■日時　11月５日～12月３日(月)午前10時～11時30分＜全４回＞　■会場　市民

センター218室　■内容　「０の概念をもったマヤ語とチョコレートが世界を豊か

にする」国立民族学博物館教授・八杉佳穂氏／「甦るインカ道とキープ、ユパーナ」

奈良大学教授・青木芳夫氏ほか　■定員　60人　■受講料　1,300円

【世界に一つだけの絵本を作ろう】

■日時　10月24日～12月12日(水)午前10時～11時30分＜全５回＞　■会場　市民

センター203室　■内容　手作り絵本の話を聞き、手作りの絵本を作ります。最終

会は作った絵本を見ながら交流会　■講師　絵本グループ色えんぴつ代表・石塚美

穂氏　■定員　40人(託児あり)　■受講料　3,100円(教材費1,000円別)

【歴史を探る－日本の謎　Part５】

■日時　10月26日～３月21日(金)午前10時～11時30分＜全６回＞　■会場　市民

センター401室　■内容　「古代最大の帝王・聖武天皇」「平将門の乱」「ポーツマス

条約とその後の日米関係」「栗林忠道と硫黄島の戦い」ほか／城郭・歴史研究家・

菅原美文氏　■定員　60人　■受講料　1,900円

【考古学と日本古代史の接点に迫る －古代兎原郡の原風景】

■日時　10月19日～12月７日(金)午後１時30分～３時＜全６回＞　■会場　市民

センター401室ほか　■内容　「木簡から見る古代の生活・文化」京都教育大学名誉

教授・和田萃氏／「古代西摂地域の歴史的特色」大阪市立大学教授・栄原永遠男氏／

「摂津国のおこり」大阪市立大学名誉教授・直木孝次郎氏ほか　■定員　60人　■受

講料　1,500円

【市民が創る公民館講座「文学における古典と現代」】

■日時　10月27日～12月１日(土)午前10時～11時30分＜全４回＞　■会場　市民

センター218室　■内容　「連歌について①②」芥川賞作家・高城修三氏／「俳句に

ついて」佛教大学教授・坪内稔典氏／「詩について」詩人・倉橋健一氏　■定員　60人

■受講料　1,300円

【芦屋大学公開講座Part３「人間関係とアスペルガー」】

■日時　10月27日～12月８日(土)午前10時～11時30分＜全４回＞　■会場　市民

センター401室　■内容　「人間の可能性は限りなし」芦屋大学学長・倉光弘己氏／

「アスペルガーと知能」精神科医・油井邦雄氏／「パニック坊やが偉業をなす」「司法

臨床法と心理鑑定」芦屋大学教授・井上敏明氏　■定員　60人　■受講料　1,000円

【世界はニュースだけではわからない（時事経済解説）】

■日時　10月20日～３月15日(土)午後２時～３時30分＜全６回＞　■会場　市民

センター401室　■内容　「どうなっているのか、日本経済と格差の拡大」神戸大学

教授・二宮厚美氏ほか　■定員　100人　■受講料　1,900円

【芦屋病院公開講座「診療最前線からのメッセージ」】

■日時　10月27日～３月８日(土)午後２時～３時30分＜全６回＞　■会場　市民

センター401室ほか　■内容　「がんの予防と早期発見－生活習慣病の立場から」

姫野誠一芦屋病院長／大腸がんに対する抗がん剤治療の進歩」古林孝保腫瘍内科部長

／「糖尿病治療の展望」金山良男副病院長ほか　■定員　60人　■受講料　1,000円

　※申し込み方法　講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、はがきかファクスで、

　　　　　　　　　10月10日（水）＜消印有効＞までに公民館へ。応募多数の場

　　　　　　　　　合は抽選（市内在住のかた、優先）。託児希望のかたは、申し

　　　　　　　　　込み時に明記のこと。２歳児以上就学前幼児対象。１回300円

■日時　①10月18日(木)②19日(金)午前９時30分～正午　■会場　市民センター201・202室

■内容　①「『ひょうご子育て再就職奨励金』のご案内」兵庫県少子対策課職員／「働き方を考

える～私の適職発見～」関西大学非常勤講師・山本公子氏②「これだけは知っておきたい～さ

まざまな働き方と社会保険・税金との関係～」社会保険労務士産業カウンセラー・水田かほる

氏　■定員　先着30人　■申し込み　ファクスまたは電話で、講座名 ・住所・氏名 ・電話番号・保

育の希望の有無を記入し、下記へ。

広報あしや●　平成19年（2007年）10月　１　日号　No.973２

芦屋市環境づくり推進会議
「市民委員」を募集します

問い合わせ　環境課　緯38-2051/FAX38-2162
Ｅメール info@city.ashiya.hyogo.jp(〒659-8501 住所不要)

　本市の環境を、より良い方向に導くための活動について考え、

行動するための中心的な組織である「芦屋市環境づくり推進会議」

の市民委員を募集します。

■募集期間　10月１日～31日〈当日消印有効〉　■人数　３人以内

■応募資格　市内に居住し、応募時の年齢が20歳以上70歳以下の

かた　■報酬　１回3,600円　■任期　10月～平成21年９月末（予

定）　■活動内容　平日または土・日曜日の昼間に、１回・２～３

時間(年５～６回)程度　※詳細は推進会議で決定　■応募方法　

「芦屋の環境についての思い」と題した作文（600字程度、書式自由）

に、住所・氏名・電話番号・生年月日・性別を記入の上、郵送・

ファクス、メール等で下記へ　■その他　応募原稿を審査の上、

結果を本人宛に通知。※応募原稿は返却しません。

芦屋市緑の基本計画（案）に関する
意見を募集します

問い合わせ　都市計画課　緯38-2109/FAX38-2164
Ｅメール info@city.ashiya.hyogo.jp(〒659-8501 住所不要)

　本市全体の緑地の保全や緑化の推進を図るため、「芦屋市緑の基

本計画（案）」について、市民の皆さんの意見を募集します。

■募集期間　10月１日～31日　■資料の入手方法　市ホームペー

ジほか、都市計画課・行政情報コーナーで　■応募方法　様式は

問いません。住所・氏名（団体名）・電話番号・ファクス番号、メー

ルアドレスを記入し、郵送・ファクスまたはメールで下記へ。

※電話・窓口での、口頭によるご意見は受け付けていません。ご意

見は、市の見解とともに市ホームページ等で公表（氏名等は非公

表）する予定です。個別の回答はしません。ご了承ください。

あしや市民活動センター
利用時間変更等のお知らせ

問い合わせ　あしや市民活動センター　緯57-0511
Ｅメール aia@ashiyanpo.jp(精道町5-11)

　「あしや市民活動センター」の利用時間が、次のとおり変わりま

した。

　なお、「あしや市民活動センター」の運営は、10月１日から「あ

しやＮＰＯセンター」（ＮＰＯ法人申請中）に委託します。

■開館時間　平日・午前９時～午後７時15分

　　　　　　土曜・午後１時～５時

■休 館 日　日曜・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）

■業務内容　市民活動の相談・利用者間の交流とネットワーク・

　　　　　　情報の収集および提供・参画協働相談

10月は「地球環境時代！新しい ライフスタイル
展開キャンペーン」月間です

 問い合わせ　兵庫県環境政策課　緯078-362-3156
　　　　環境処理センター　緯32-5391

環境にやさしい買い物をしましょう

省エネ・環境にやさしい買い物・マイバック持参

市立幼稚園の新入園児を募集します

　全市自由園区（小学校には校区があります）です。ただし、徒歩通園できる幼稚園を

お選びください。　　　　　　＜※できるだけ、受付指定日にお申し込みください。＞

■資　　格　市内在住で、平成14年４月２日から16年４月１日の間に生まれた５歳児

　　　　　　（１年保育）・４歳児（２年保育）

■申し込み　各幼稚園の受付指定日に各幼稚園へ。定数を超える場合は、ご希望の園に

　　　　　　入れない場合もあります。なお、入園願書の提出は１園のみに限ります。

■指 定 日　精道幼稚園・17日(水)/宮川幼稚園・18日(木)/岩園幼稚園・18日(木)/小槌

　　　　　　幼稚園・19日(金)/朝日ケ丘幼稚園・18日(木)/西山幼稚園・18日(木)/伊勢

　　　　　　幼稚園・18日(木)/潮見幼稚園・18日(木)/浜風幼稚園・19日(金)

■受付期間　10月12日～19日・いずれも午後２時～３時

■願書配布　10月２日（火）から各幼稚園で

問い合わせ　教育委員会管理課　緯38-2085

小学校入学前健康診断

　平成20年度小学校入学予定者（平成13年４月２日～14年４月１日生まれ）の保護者

のかたに、10月中旬頃までに「就学通知書兼健康診断通知書」を郵送します。指定され

た日時に、通知書および母子手帳を持参の上、指定校で健康診断を受けてください。

なお、次のいずれかに該当するかたは、下記へお問い合わせください。

①指定日に都合が悪い②住民登録地と居住地が異なる③外国籍で市立小学校に入学

を希望④大原町・上宮川町・業平町にお住まいで、岩園小学校に入学を希望⑤前田町・

清水町にお住まいで、精道小学校に入学を希望

■指定日　精道小学校・11月８日(木)/宮川小学校・11月１日(木)/山手小学校・10月24日

　　　　　(水)/岩園小学校・10月16日(火)/朝日ケ丘小学校・11月１日(木)/潮見小学校・

　　　　　10月16日(火)/打出浜小学校・10月25日(木)/浜風小学校・10月22日(月)

※時間は、いずれも午後１時30分から健康診断を開始します。

問い合わせ　教育委員会管理課　緯38-2085
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＜建設予定の建物の面積等＞

　　　建物全体の総延床面積　　　　　　　10,000㎡

　　　市が賃借する延床面積　 　　　　　　 7,000㎡

　　　建設予定地の土地面積　 　　　　　　 6,000㎡

■市が建設した場合の市負担額　81億4,600万円（①＋②）

　①建　設　費　36億4,900万円(実建設費28億円とする)

＊計算方法　21億円は起債で借り入れて元利合計が29

億4,900万円で、一般財源７億円を加える

と、36億4,900万円となります。

　②土地返済金　44億9,700万円

　　＊計算方法　土地の簿価36億2,100万円を起債で借り

　　　　　　　入れて、元利合計が44億9,700万円となりま

　　　　　　　す。

■木口財団が建設、市が賃借した場合の市の負担額

　　　　　　　　　　　　　　　　40億900万円（③＋④）

　③土地返済金　18億2,100万円

　　＊計算方法　土地の簿価36億2,100万円から売却代金

　　　　　　　18億円(借置)差し引いて18億2,100万円と

　　　　　　　なります。

　④賃　借　料　21億8,800万円（賃借期間30年の場合）

　　＊計算方法　賃借料は、約１億円/年（財団と協議中）

　　　　　　　土地・建物にかかる固定資産税・都市計画税

　　　　　　　の収入額は、約2,800万円/年(当初)

※市が賃借で行った場合、30年間で約39億円経費負担が少なくてすみます。
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問い合わせ　地域福祉課社会福祉施設担当　緯38-2126/FAX38-2160
Ｅメール　info@city.asiya.hyogo.jp　(〒659-8501　住所不要)
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市単独建設案と財団建設案との経費比較


